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1 1932年 8 月から書き始めて1933年11月に完成。Propyl äaen-Verlag から出版されたが，ツックマイヤー作品
はドイツ国内での上演が禁止されていたため，1934年11月 6 日にウィーンのブルク劇場で初演された。
Siegfried Mews, Die unpolitischen Exildramen Carl Zuckmayers. In: Jahrbuch f äur Internationale Germanistik,
Reihe A. Kongreßberichte Band 3. Wolfgang Elfe, James Hardin und G äunter Holst (Herg.), Deutsches Exil-
drama und Exiltheater, Bern, Frankfurt am Main, Las Vegas: Peter Lang, 1977, S. 139148, hier S. 139.
2 Vgl. Hans Wagener, Carl Zuckmayer, M äunchen: C.H. Beck, 1983, S. 21.
3 Vgl. Carl Zuckmayer, Wie ``Ulla Winbald'' entstand, in: Moderna spr ¹ak, 59 (1965), Saltsj äo-Duvnas: Modern
Language Teacher's Association of Sweden, S. 3032, hier S. 31.
4 Vgl. Wagener, Carl Zuckmayer, a. a. O., S. 21.
Vgl. Zuckmayer, Wie ``Ulla Winbald'' entstand, in: Moderna spr ¹ak, 59 (1965), a. a. O., S. 3032, hier S.31.
5 Vgl. Gunther Nickel, Ulrike Weiss, Deutsches Literaturarchiv, Carl Zuckmayer 18961977: ich wollte nur
Theater machen, Marbacher Kataloge 49, Marbach: Deutsche Schillergesellschaft, 1996, S. 262.
Vgl. Zuckmayer, Wie ``Ulla Winbald'' entstand, in: Moderna spr ¹ak, 59 (1965), a. a. O., S. 3032, hier S.31.
チェロを弾くことが出来たツックマイヤーは，チェロ奏者で結核を患っているベルマンの父親モーヴィッツ
役を演じた。
6 Carl Zuckmayer, Nachwort zu Ulla Winbald. In: Carl Zuckmayer, Ulla Winbald oder Musik und Leben des





















7 ツックマイヤーは，印税は要らないから Bellman を書籍として出版して欲しいとフィッシャーに頼んだがそ
の希望は願わず，1938年に劇場版としてスイスにあるフィッシャー社と関連する著作権株式会社から出版さ
れた。
Vgl. Nickel, Weiß, Deutsches Literaturarchiv, Carl Zuckmayer 18961977, a. a. O., S. 265.
この1938年に出版された劇場版は入手が困難であるため，書き改めて1953年された『ウラ・ヴィンブラート
あるいはカール・ミヒャエル・ベルマンの音楽と人生（Ulla Winbald oder Musik und Leben des Carl Michael
Bellman）』を基にあらすじを記した。Vgl. Zuckmayer, Ulla Winbald, a. a. O.
8 ジャパンナレッジデジタル版集英社世界文学大事典
URL: http://japanknowledge.com/lib/display/?lid＝52310h0010346（参照日2018年 4 月18日）
ジャパンナレッジ日本大百科全書（ニッポニカ）



























URL: http://japanknowledge.com/lib/display/?lid＝52310h0010346（参照日2018年 4 月18日）



































14 Vgl. Jang-Weon Seo, Die Darstellung der R äuckkehr, W äurzburg: K äonigshausen & Neumann, 2004, S. 52.
15 Vgl. Wagener, Carl Zuckmayer, a. a. O., S. 31.
ツックマイヤーは『楽しいブドウ畑』の成功を機に，豊かな自然が一望できるザルツブルク近郊の静かな村
ヘンドルフに別荘を購入した。夏になると一家は，この村の素朴な人々と共に至極の時を過ごし，冬はベル
リンの家で暮らした。Vgl. Ebd., S. 2931.
16 ニューヨーク州生まれ。一次大戦後，婦人参政権運動に加わり，ジャーナリストの才能が開花。Philadel-
phia Public Ledger と The New York Evening Post の海外特派員。1920年にウィーンの特派員，1925年にベ
ルリンで Curtis-Martin- Bl äatter の中欧支部の責任者になる。マルタ・シャート著，田村万里ほか訳『ヒトラ
ーに抗した女たちその比類なき勇気と良心の記録』（行路社，2008），5491頁参照。
ツックマイヤーとトンプソンは，1925年に知り合った。トンプソンは『楽しいブドウ畑』の劇価とインタビ
ュー記事を米国新聞に掲載した。Vgl. Carl Zuckmayer, Aufruf zum Leben, Frankfurt am Main: S. Fischer,
1976, S. 2025.
17 Vgl. Zuckmayer, Als w äar`s ein St äuck von mir, Frankfurt am Main: S. Fischer, 1969, S. 6164.
後にツックマイヤーは，「自分は目先のことだけ考え，鈍感だった。ツヴァイクが正しかった」と回想して
いる。
18 Vgl. Zuckmayer, Nachwort zu Ulla Winbald, in: Zuckmayer, Ulla Winbald, a. a. O., S. 121.
19 Vgl. Ebd., S. 6870.
に，ツックマイヤーの作品すべてを上演禁止にしてしまった14。この様な状況の下，ツックマイヤ
ーはザルツブルク近郊ヘンドルフで暮らしていた15。ツックマイヤーの家を頻繁に訪ねたアメリカ





































































































33 米国ミュージカル映画監督のジョージ・シドニー（George Sidney, 19162002）の作品。初演は1896年 4 月
25日ロンドンのダリーズ劇場。Boosey & Hawkes: Opera,



























キャンダル（Skandal in der Botschaft）』（1950）で二番目の夫ヴィクトル・デ・コーヴァと共演，日伊合作
映画『蝶々夫人』（1954）で八千草薫と共演，第八回帝劇ミュージカル『喜歌劇・蝶々さん』（1954）に主演
などで活躍した。角田（新潮社，1982），164頁，180182頁参照。
36 デ・コーヴァは，1955年に映画化されたツックマイヤーの戯曲『悪魔の将軍（Des Teufels General）』にナ






39 Bayerische Akademie der Wissenschaften, Deutsche Biogrphie: Meinl, Julius,
URL: https://www.deutsche-biographie.de/sfz60027.html（参照日2018年 4 月18日）
40「田中路子」『文藝春秋』3 月号（文藝春秋社，1936），232233頁参照。
41 Vgl. Gy äorgy Sebesty áen, Paul Abraham, Wien: Edition S, 1987, S. 6972, S. 163.
42 Verlag der ÄOsterreichischen Akademie der Wissenschaften, Oesterreichische Musiklexikon (oeml) online:




























































50 Vgl. Carl Zuckmayer an Josef Halperin: Briefwechsel 19251963, in: Gunter Nickel und Erwin Rotermund
(Hrsg.), Carl Zuckmayer-Josef Halperin Briefwechsel, Zuckmayer-Jahrbuch, Band 10, 2009/2010, Gottingen:
Wallstein, 2010, S. 1594, hier S. 4950.
ハルペリンは，ツックマイヤーが学生時代に参加していたサークルの仲間。1920年代は，『新チューリッヒ
新聞（Neuen Z äurcher Zeitung）』の通信員としてベルリンに住み，1930年代以降はチューリッチで暮らす。
『ベルマン』と『悪魔の将軍』の初演を見に来ている。Vgl. Zuckmayer, Als w äar`s ein Stuck von mir, a. a. O.,








を練習がとても恥ずかしい事であった。Vgl. Carl Zuckmayer, Amerika ist anders, Frankfurt am Main: Der


























55 Vgl. Zuckmayer, Als w äar`s ein St äuck von mir, a. a. O., S. 29.
56 Vgl. Nickel ,Weiß, Deutsches Literaturarchiv, Carl Zuckmayer 18961977, a. a. O., S. 264265.
57 Vgl. Zuckmayer, Als w äar`s ein St äuck von mir. a. a. O., S. 25.































60 Vgl. Seo, Die Darstelleung der R äuckkehr, a. a. O., S. 5253.
61 Vgl. Zuckmayer: Als w äar`s ein St äuck von mir. a. a. O., S. 117.
62 Vgl. Zuckmayer, Amerika ist anders, a. a. O., S. 5.
63 Ebd.
64 Vgl. Reiner Stach (Hrsg.), Gottfried Bermann Fischer Brigitte Bermann Fischer Briefwechsel mit Autoren,
Frankfurt am Main: S. Fischer, 1990, S. 301302.



























66 Vgl. Ebd., S. 305306.
67 Vgl. Ebd., S. 306310.
68 主人公のベルマン役はカール・パリヤ（Karl Paryla, 19051996）が，ウラ役はマリオン・ヴュンシェ
（Marion Wunsche, ????1981）が演じた。






70 Vgl. Zuckmayer, Als w äar`s ein St äuck von mir, a. a. O., S. 99.
























72 Vgl. Ebd., S. 317.318.
73 Vgl. Seo, Die Darstellung der Ruckkehr, a. a. O., S. 16.
74 ジャパンナレッジデジタル版集英社世界文学大事典
URL: https://japanknowledge.com/lib/display/?lid＝52310h0001061（参照日2018年 4 月18日）





























76 Vgl. Wagener, Carl Zuckmayer, a. a. O., S. 33.
イヤーは家族と共にオランダのロッテルダムからアメリカに向けて出航したのであった76。
以上述べてきたことから，戯曲『ベルマン』はツックマイヤーにとって重要な役割を担う作品で
あったといえよう。当時の社会状況下で，反ナチスの作家が活動をするには，自分の力以外にも，
いかに人脈を増やし，いかに協力を得るかも必要不可欠なことであっただろう。路子と知り合った
ことで，ツックマイヤーがどれ程の期待をしたかを想像することは難しくない。それと同様に，マ
インルからの協力を得られなくなった時のツックマイヤーが，どれ程の落胆をしたかを想像するこ
ともまた然りである。その後，ツックマイヤーはフィッシャーを頼る。フィッシャーはアメリカで
の上演に尽力するのであるが思い通りに進展せず，ツックマイヤーの亡命に繋げることはできなか
った。ヨーロッパ圏に居続けたい思いと，新天地アメリカに亡命するべきか否かという葛藤，絶え
ず続く経済的な困窮によりツックマイヤーは精神的な弱さを見せていく。そのような時期にツック
マイヤーのもとを尋ねてきた人物が，ヴァン・ルーンである。ツックマイヤーは，『ベルマン』の
公演旅行を機に亡命するという計画を実現することは出来なかった。しかし，詩人ベルマンを介し
てヴァン・ルーンと知り合うことができたという事実からみると，戯曲『ベルマン』がツックマイ
ヤーの亡命計画を最終的に成功に導いたと言えるのではないだろうか。
